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　2月の新規加入 14 世帯
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No. 338　再生紙を使用しています。

東北関東大震災被災者の方々への支援をお願いします
　城南保健生協でも義援金・救援募金を受け付けています。様々な団体等で
も行われていることと思いますが、復興には相当の日数が予想されます。
　城南保健生協は、城南福祉医療協会、城南医薬保健協働とも一緒に東京民
医連を通じて、被災地への医師、看護師など救援隊を送っています。城南保
健生協からも野口事務局員を派遣しました。義援金・救援募金は、東京民医
連を通じて被災地域へ届けられます。
　城南保健生協、城南福祉医療協会、城南医薬保健協働の各事業所へ届けて
いただいてもかまいません。
　また郵便局の「払込取扱票（青色）」で口座番号 00190－2－170773
「城南保健生活協同組合」へ振り込みもできます（通信欄に「義援金」とお
書きください。手数料はご負担願います）。皆様のご協力をお願いいたします。

今できること、「節電」「募金」「お近くの人の安否確認」…
　支部でのとりくみなど、組合員さんの情報、相談等は生協本部へ集中をお
願いします。

TEL 3762－0266　FAX 3762－0239

　

３
月
11
日
の
宮
城
県
三
陸
沖
を
震

源
と
し
た
「
東
北
関
東
大
震
災
」
に

お
き
ま
し
て
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

と
ご
遺
族
の
皆
様
に
対
し
、
心
よ
り

お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
地
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一

日
も
早
く
普
段
の
生
活
に
戻
れ
ま
す

よ
う
、
皆
様
の
ご
無
事
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

城
南
保
健
生
協
と
し
て
は
、
地
震

発
生
直
後
よ
り
情
報
収
集
を
行
い
、

組
合
員
さ
ん
の
状
況
確
認
、義
援
金
・

救
援
募
金
の
と
り
く
み
や
、
城
南
福

祉
医
療
協
会
、
城
南
医
薬
保
健
協
働

と
も
連
携
し
て
緊
急
支
援
チ
ー
ム
を

結
成
。
３
月
15
日
、
大
田
病
院
の
秋

山
真
之
先
生
、
橋
場
晶
子
看
護
師
、

大
森
中
診
療
所
の
伊
藤
邦
夫
さ
ん
、

城
南
保
健
生
協
の
野
口
修
二
事
務
局

員
を
宮
城
民
医
連
坂
総
合
病
院
に
派

遣
し
ま
し
た
。
３
月
20
日
か
ら
支
援

チ
ー
ム
第
２
陣
が
出
発
で
す
。

　

大
田
病
院
に
は
、
入
院
患
者
さ
ん

か
ら
「
支
援
に
行
く
の
で
あ
れ
ば
託

し
ま
す
」
と
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
１
面
記
事
は
全
て
３
月
17
日
作
成
）

野
口
事
務
局
員
か
ら　

届
い
た
メ
ー
ル
と
写
真

3
月
15
日

　

こ
ち
ら
は
全
国
か
ら
の
支
援
で

ご
っ
た
返
し
て
い
ま
す
。
京
都
、
大

阪
、
福
岡
、
神
奈
川
、
愛
媛
、
山

梨
、
長
野
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が

い
ま
す
。
途
中
津
波
で
道
路
に
た
く

さ
ん
の
車
が
あ
り
え
な
い
様
相
で
折

り
重
な
っ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

シ
ョ
ッ
ク
で
す
！

3
月
16
日

　

昨
夜
は
急
き
ょ
夜
勤
と
な
り
ま
し

た
。
病
院
入
口
で
ト
リ
ア
ー
ジ
担
当

の
医
師
が
来
院
患
者
を
重
症
度
別
に

振
り
分
け
、
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
ク
の

色
別
に
赤
と
か
黄
色
と
か
緑
の
ブ
ー

ス
が
あ
る
の
で
す
が
、
私
と
伊
藤
さ

ん
は
緑
ブ
ー
ス
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

と
い
う
仕
事
を
し
ま
し
た
。
橋
場
看

護
師
は
重
症
の
赤
ブ
ー
ス
に
入
り
ま

し
た
。
緑
ブ
ー
ス
は
か
な
り
多
く
の

患
者
が
き
ま
し
た
。
坂
病
院
の
リ
ハ

ビ
リ
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
で
し
た
。

仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
い
る

医
師
は
支
援
の
医
師
も
含
め
て
患
者

を
断
っ
た
り
他
に
回
し
た
り
い
や
な

顔
ひ
と
つ
し
ま
せ
ん
。
ト
リ
ア
ー
ジ

担
当
の
医
師
か
ら
無
線
が
は
い
る
と

「
わ
か
り
ま
し
た
診
ま
す
」
と
言
っ

て
乳
児
か
ら
老
人
ま
で
内
科
・
整
形

外
科
・
産
科
問
わ
ず
診
察
す
る
の
は

凄
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
日
秋

山
医
師
は
ト
リ
ア
ー
ジ
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

ド
ル
フ
ィ
ン
で
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー　

　

城
南
保
健
生
協
が
母
体
と
な
る
水

泳
チ
ー
ム
「
城
南
ド
ル
フ
ィ
ン
」
で

は
、「
何
か
を
し
た
い
、
支
援
し
た

い
」
と
い
う
声
が
集
ま
り
、
会
員
・

コ
ー
チ
が
バ
ザ
ー
の
品
物
を
持
ち
寄

り
、
３
月
13
日
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
地
震
か
ら
２

日
し
か
た
っ
て
お
ら
ず
、
心
配
の
声

も
あ
り
ま
し
た
が
、「
テ
レ
ビ
を
観

て
い
て
も
支
援
で
き
な
い
」「
私
た

ち
は
生
き
て
い
る
の
だ
か
ら
が
ん
ば

ら
な
き
ゃ
」
な

ど
の
声
で
集

合
!!

　

最
初
か
ら
最

後
ま
で
、
ひ
っ

き
り
な
し
の

お
客
さ
ん
で
し

た
。
皆
さ
ん
少

し
で
も
協
力
し

た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
、
品

物
を
買
っ
て
い

く
他
に
募
金
し

て
く
だ
さ
る
方

も
多
か
っ
た
で

す
。
５
万
円
以

上
が
集
ま
り
ま
し
た
。
東
京
民
医
連

を
通
し
て
、
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
救
援

募
金
を
呼
び
か
け
る　

　

城
南
保
健
生
協
大
森
西
北
支
部
の

「
こ
ら
ぼ
健
康
班
」
で
は
、
３
月
15

日
、
20
人
が
集
ま
り
血
圧
測
定
、
体

脂
肪
測
定
、
骨
密
度
測
定
な
ど
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
塚
平
理
事
や
金
子
ミ
サ
子
元

理
事
が
参
加
者
へ
救
援
募
金
を
呼
び

か
け
、
１
万
１
０
０
円
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

病
院
、
診
療
所
に
は　

「
募
金
箱
」が
あ
り
ま
す

　

写
真
は
大
森
中
診
療
所
に
設
置
し

た
募
金
箱
。

緊急支援チームの、右から秋山医師、橋場看護師、伊藤さん、野口さん、
見送る土井城南福祉医療協会専務理事

テントを張って対応する坂総合病院前

街のなかには被災品が散乱していました

被災品が廊下に並べられた病院内

「何とかしたい」と開かれたチャリティーバザー

　

東
北
関
東
大
震
災
の
被
害
に

　
　

遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
へ

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す　

　

地
域
で
も
支
援
の
輪
が

　
　
　
　
　

広
が
っ
て
い
ま
す


